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資料４ 



教育活動円滑化のための学校施設整備ワーキンググループ

における検討経緯 
 
 
１． 検討経緯 
 
前回（９月２４日）の学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議（以下

「親会議」という。）以降、以下のとおり教育活動円滑化のための学校施設整備

ワーキンググループを開催し、検討を行った。 

 

■第２回ＷＧ（１０月２１日） 

  ・教育活動円滑化のための学校施設整備に関する検討について（論点の洗

い出し） 等  

 

■第３回ＷＧ（１２月８日） 

  ・教育活動円滑化のための学校施設整備に関する検討について（論点案の

とりまとめ）  

 

 

２． 今後のスケジュール 
 
引き続き、教育活動の円滑化を推進するための方策等について検討を進め、

親会議において審議いただく予定。 

 

■第４回ＷＧ（平成２３年１月 26 日に開催予定） 

 ・報告書素案の検討 等 

 

■第５回ＷＧ（平成２３年 2 月下旬～3 月上旬予定） 

 ・報告書素案の検討 等 

 

（来年度以降も検討を継続） 
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学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議 

教育活動円滑化のための学校施設整備ＷＧ 

論点整理（案） 

 

本ＷＧにおいて、地方自治体（設置者）が国の教育振興基本計画等を踏

まえ施設整備の目標等を検討し、施設整備施策の計画を策定する際の基本

的な考え方や手順についてまとめた“参考資料”を作成するに当たり今後議

論すべき論点を以下のとおり整理する。 
 

 

【本ＷＧにおける成果物である“参考資料”の対象範囲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－２ 

●設置者における学校施設整備施策の計画策定の流れ（例） 

・学校施設の現状把握
・ハード面の課題の抽出

・教育振興基本
計画など

※教育の基本方針を実現
するために、ハード面
で対応すべきことを抽出

施設整備
(設計･工事)
の実施

※「学校施設整備指針」の活用
・個々の学校施設を計画・設計する

際の留意点を網羅的に示したもの
・整備指針に基づき実施計画・設計

※「アイディア集」の
活用も考えられる

設置者が目指すべき教育の姿を実現するためのハード面の施
策について、その立案のための基本的な考え方等を本ＷＧにお
いて取りまとめる

・学校施設の長期的
なビジョン

ソフト面

ハード面
・ハード面の施策、
目標（指標）

国の
方針

設置者の
教 育 の
基本方針

施設整備施策
の計画の策定

実施
計画

評価の実施
改善方策の検討

・学校施設の現状把握
・ハード面の課題の抽出

・教育振興基本
計画など

※教育の基本方針を実現
するために、ハード面
で対応すべきことを抽出

施設整備
(設計･工事)
の実施

※「学校施設整備指針」の活用
・個々の学校施設を計画・設計する

際の留意点を網羅的に示したもの
・整備指針に基づき実施計画・設計

※「アイディア集」の
活用も考えられる

設置者が目指すべき教育の姿を実現するためのハード面の施
策について、その立案のための基本的な考え方等を本ＷＧにお
いて取りまとめる

・学校施設の長期的
なビジョン

ソフト面

ハード面
・ハード面の施策、
目標（指標）

国の
方針

設置者の
教 育 の
基本方針

施設整備施策
の計画の策定

実施
計画

評価の実施
改善方策の検討
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■施設整備施策の計画についての基本的な考え方 

 

 地方自治体が施設整備施策の計画を策定するに当たっては、長期的な

ビジョンを明確にし、その目標に対しての現状把握、分析を行い、そ

の結果が計画に反映されることが重要である。そのため、長期的なビ

ジョン設定についての考え方や計画策定の効率的・効果的なプロセス

等について検討することが必要である。 
 

 教育の質の向上には、「ヒューマン」「ソフト」「ハード」それぞれの教

育資源の連携が重要であることから、計画策定に当たっては地方自治

体におけるそれぞれの担当部局が連携しながら進めていくことが必要

である。そのため、地方自治体内の体制や、地方自治体と教職員等と

の連携協力体制など計画策定時の体制の在り方について検討すること

が必要である。その際、関連部局の間をつなぐコーディネータ的人材の

必要性等についても検討が必要である。 
 

 目標達成が財政状況等により困難になった場合等の地域住民等への説

明責任を懸念し、計画の策定・公表に消極的になるといった声もある。

定期的あるいは社会状況に応じて適宜目標を見直す旨を予め規定して

おくなど、計画の評価、公表の在り方について以下の点に留意しなが

ら検討することが必要である。 

・学校施設の評価において示したＰＤＣＡサイクルも踏まえつつ検

討していくことが必要である。 

 

■教育環境の質の向上と施設整備施策の関係について 
 

 国の教育振興基本計画（平成20年7月1日策定）において掲げられた “教

育の質を高める”という目標実現のための施設整備施策として、耐震化な

ど安全性に関する施策は、多くの自治体において示されている。しか

し、質の高い教育を実現するためには、学習活動に関連する分野など

においても施策が示されるべきである。質の高い教育の実現のためには

どのような施設整備施策が考えられるのか以下の点に留意しながら検討す

ることが必要である。その際、現状の施設整備が改修整備中心であるこ

となど現実を見据えつつ検討する必要がある。 

   ・学校施設の評価において示した 5分野（安全性、快適性、学習活

動への適応性、環境への適応性、経済性）において総合的に検討

していくことが必要である（イメージは別紙参照）。 
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   ・学習活動に関連する施策については、理科教育環境の充実など学 

習指導要領への対応や、少人数教育への対応などについて検討し

ていくことが必要である。 

 

   ・安全性に関連する施策については、耐震化だけでなく機能維持・

改善を含めた老朽化対策等についても検討していくことが必要で

ある。 

 

■整備の目標（指標）について検討する際の留意事項 

 

 目標の設定に当たり把握すべき事項（背景）などについて検討するこ

とが必要である。 

  （例） 

・前提条件としての人口動態、財政力の見通し 

・既存ストックの状況（学校数、分布、築年数、老朽状況、改修履

歴等） 

・上記を踏まえた施設整備需要 

 

 安全・安心や快適性は目標（指標）を設定しやすいが、学習活動への

適応性は設定しづらい。目標（指標）を設定する際に、学びの場とし

ての多様性の確保と、生活の場としてのアメニティーの重視のバラン

スをどうとって実現していくのかなど、地方自治体が目標（指標）を

設定する際の考え方を検討することが必要である。 

 
 目標の具体的な指標例などを示す場合、各自治体の教育方針、人口動

態など地域の実状に応じ施設のあり方が変わる状況や、国の方針をど

う示すか検討が必要である。 

 
 
■その他検討すべき個別の論点 

 

１．新築、改築時の整備の目標と改修時の整備の目標との違いについて 

２．プロセス事例（グッドプラクティス）の取りまとめ方について 
 （施設を活かせている要因についても併せて紹介、１つのプロセスパタ

ーンを示しイメージをもってもらう 等） 
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